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道具の使い方

煙りが出始める 火種ができた！ 火種をほくちに移す

 

　マッチやライターのない時代、人

間はどのように火をおこしていたの

でしょうか？　

　いつの頃からか人間は、マサツ熱

で火をおこす方法をあみ出しました。

縄文人と同じく、マサツ熱による火

おこしにチャレンジしましょう。

　モノとモノをこすり合わせると熱くなります。これ

がマサツ熱です。身近なもので一番火がおきやすいも

のは、乾いた草木です。それらからマサツで火をおこ

すには、約450℃以上にしなければなりません。

　マサツ熱を得るには、ノコギリのようにこする方法

と、キリのように回転させる方法があります。回転に

よる方法は、左の図のようなモミギリ法が基本です

が、かなり難しいので、ここではユミギリ法を紹介し

ます。　

↑ヒキリウス
杉などの柔らかい厚さ１cm位の板を使います。写真のよう

にV字形に切れ目を入れ、くぼみをつけます。

　下の写真のように道具をセットします。ヒキリウス

の下に葉っぱを敷き、ヒキリウスが動かないように足

でしっかり踏みます。

　まず、ヒキリウスのくぼみでキネを回転させます。

やがて煙りが出始め、粉がたまってきます。最初は押

しつけながら回転させ、粉が十分たまったら、こんど

は回転を速くします。

　粉から煙りが上がれば、火種ができた証拠です。こ

れをほくちで包み、炎にします。ほくちは、はじをつ

まむようしにて持ちます。ヤケドに注意しましょう。
←ヒキリギネ
太さ１cm位のウツギ・アジサイ・ク

ルミの枝や、シノダケがよく、皮をむ

き、よく洗って乾かします。適当な長

さに切り、軸木の先に差し込んで使い

ます。先っぽがこげているのに注目。

←ハンドピース
ヒキリギネの上部

を押さえます。

←弓
ヒキリギネにヒ

モを巻き付けて

回転させるのに

使います。

←ホクチ
火種を炎にするために

使います。これは麻ひ

もをほぐしたもの。

←葉っぱ
火種をほくちに移すた

めに、ヒキリウスの下

に敷きます。


